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第
50
回
（
Ｒ
４
・
６
開
催
）
通

常
総
代
会
で
ご
承
認
い
た
だ
き
ま

し
た
「
支
所
・
事
業
の
再
構
築
基

本
構
想
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で

上
郷
・
大
山
支
所
の
金
融
窓
口
統

合
や
地
区
事
業
所
へ
の
移
行
な

ど
、
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
確
立

に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
集
落
座

談
会
や
地
区
説
明
会
を
開
催
し
、

更
な
る
金
融
店
舗
統
合
に
つ
い
て

農
協
側
の
考
え
方
を
お
示
し
し
、

様
々
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
限
ら

れ
た
労
働
力
で
金
融
事
業
を
維
持

し
つ
つ
、
本
業
で
あ
る
営
農
販
売

部
門
で
組
合
員
の
皆
様
の
負
託
に

応
え
る
体
制
を
維
持
・
強
化
す
る

た
め
に
は
、
金
融
店
舗
を
３
店
舗

に
集
約
す
る
こ
と
が
経
営
上
必
要

と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
般
の
通
常
総
代
会
に
お
き
ま

し
て
、
南
支
所
・
北
支
所
の
金
融

窓
口
を
「
中
央
支
所
」
に
統
合
す

る
ご
提
案
を
付
議
い
た
し
ま
す
。

内
容
に
つ
き
ま
し
て
、
総
代
会
資

料
や
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

予
定
納
税
に
つ
い
て

日
時　
令
和
７
年
６
月
20
日（
金
）

　

午
後
２
時

　
（
午
後
１
時
受
付
開
始
）

場
所　
東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡

　
「
鳳
凰
の
間
」

【
付
議
事
項
】

■
第
１
号
議
案

　

令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
剰

余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

　
（
報
告
事
項
：
令
和
６
年
度
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
及

び
注
記
表
の
内
容
並
び
に
独
立

監
査
人
の
監
査
報
告
及
び
監
事

の
監
査
報
告
）

■
第
２
号
議
案

　

支
所
・
事
業
の
再
構
築
（
継
続

実
施
）
に
つ
い
て

■
第
３
号
議
案

　

令
和
７
年
度
事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

■
第
４
号
議
案

　

賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て

■
第
５
号
議
案

　

令
和
７
年
度
に
お
け
る
理
事
お

よ
び
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て

広
報
委
員
　
井 

上 

秀 

夫

（
鶴
岡
）

　
十
数
年
前
か
ら
、
所
用
の

為
に
通
る
路
に
、
内
川
の
橋

を
渡
る
機
会
が
多
い
事
に
気

付
き
、
郷
土
作
家
、
藤
沢
周

平
氏
の
「
橋
も
の
が
た
り
」

の
（
海
坂
藩
）
版
と
真
似
て
、

日
々
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
自
宅
を
出
て
鶴
岡
公
園
外

濠
通
り
を
東
へ
、
内
川
（
五

間
川
）
に
差
し
掛
か
り
、
鶴

園
橋
（
十
日
町
橋
）
を
渡
り
、

川
端
通
り
を
北
上
し
左
折
し

て
三
雪
橋
（
三
日
町
橋
）
を

渡
り
、
対
岸
を
北
へ
走
り
千

歳
橋
を
渡
り
、
最
後
に
荒
町

口
木
戸
跡
の
〝
空
に
か
け
る

階
段
〞
開
運
橋
を
渡
る
ル
ー

ト
で
あ
る
。

　
季
節
に
よ
っ
て
変
わ
る
、

市
内
の
色
彩
を
眺
め
な
が
ら
、

鶴
岡
版
の『
橋
も
の
が
た
り
』

と
洒
落
て
毎
日
の
よ
う
に

渡
っ
て
い
ま
す
。

　
只
、
藤
沢
氏
の
作
品
の
よ

う
な
『
も
の
が
た
り
』
に
な

る
よ
う
な
事
に
は
出
合
っ
て

い
な
い
。

　

肥
料
原
料
の
相
場
に
つ
い
て

は
、
中
国
の
尿
素
と
リ
ン
安
の
輸

出
規
制
及
び
塩
化
加
里
の
需
要
引

き
締
ま
り
と
物
流
費
や
労
務
費
な

ど
の
製
造
諸
経
費
に
加
え
、
電
力

費
や
包
材
費
な
ど
の
製
造
コ
ス
ト

の
昇
を
反
映
し
た
結
果
、
肥
料
全

体
の
価
格
は
２
〜
３
％
ほ
ど
の
値

上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

【
価
格
変
動
率

(

Ｒ
７
年
春
肥
対
比)

】

　

各
肥
料
成
分
の
変
動
率
は
次
の

通
り
で
す
。

　

・
窒
素
質　
　
　
　

１
・
２
％

　

・
リ
ン
酸
質　
　
　

４
・
１
％

　

・
加
里
質　
　
　
　

０
・
９
％

　

・
複
合
肥
料　
　
　

３
・
３
％

　

予
定
納
税
は
、
予
定
納
税
基
準

額
（
一
般
的
に
前
年
分
の
所
得
税

の
申
告
納
税
額
）
が
15
万
円
以
上

と
な
る
方
に
つ
い
て
、
本
年
分
の

所
得
税
の
一
部
を
事
前
に
納
付

（
原
則
、
予
定
納
税
基
準
額
の
３

分
の
１
の
金
額
を
、
第
１
期
分
及

び
第
２
期
分
と
し
て
２
回
納
付
）

す
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
該
当
者
に
は
、
６
月
中

を
目
途
に
税
務
署
か
ら
予
定
納
税

額
の
通
知
書
が
発
送
（
通
知
）
さ

れ
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

令
和
７
年
７
月
１
日
よ
り
、
女

性
職
員
の
制
服
を
廃
止
し
、
ビ
ジ

ネ
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
を
導
入
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
職
員
の
自

律
性
の
向
上
、
個
性
や
多
様
性
を

尊
重
す
る
組
織
風
土
を
育
む
こ

と
、
そ
し
て
気
候
や
業
務
内
容
に

応
じ
た
柔
軟
な
服
装
の
選
択
を
可

能
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

移
行
期
間
中
は
、
私
服
着
用
者

と
制
服
着
用
者
が
混
在
す
る
状
態

と
な
り
ま
す
。
服
装
に
つ
い
て
は

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
、Ｔ
Ｐ
Ｏ

（
時
間
・
場
所
・
場
合
）
に
応
じ

た
清
潔
感
の
あ
る
服
装
を
徹
底
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
組
合
は
、
職
員
が
働
き
が
い

を
持
ち
な
が
ら
活
躍
で
き
る
職
場

環
境
を
整
備
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
本
取
り

組
み
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

移
行
期
間 

：
令
和
７
年
７
月
１

日
〜
令
和
７
年
12
月
31
日

第
53
回
通
常
総
代
会
の

開
催
に
つ
い
て

金
融
店
舗（
南
支
所・北
支
所
の

金
融
窓
口
）の
統
合
に
つ
い
て

秋
肥
の
価
格
情
勢
に

つ
い
て

女
性
職
員
の
制
服
廃
止
お
よ
び

ビ
ジ
ネ
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
の
導
入

に
つ
い
て
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と
じ
穴

お
手
数
で
す
が
、
と
じ
穴
を
開
け
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

第1回入校体験会開催！
7月26日（土）・27日（日）
どちらか1日のみの参加も可能です！
詳細はWebサイト・SNS等ご確認ください。

　SEADSは新規就農を希望する社会人向けの農業研修施設で、２年間の実践研修
で農業の基礎・基本を学びます。カリキュラムは、週３日の実習と週１日の座学
で構成しており、外部機関での大型特殊免許やフォークリフトの免許取得も積極
的にサポートしています。研修生は、20代～40代の地元出身者、UIターン者など
さまざまで、これまでに27名が親元就農や雇用就農、独立自営といった形態での
就農を実現しています。なお、国の就農準備資金（150万円／年、交付要件有）
を活用することもできます。

〒997-1114　山形県鶴岡市千安京田字龍花山1-1
TEL・FAX　0235-76-3220（SEADS事務局）

■第一次出願期間：令和７年７月１日㈫～令和７年８月31日㈰
■第二次出願期間：令和７年９月１日㈪～令和７年10月31日㈮
■第三次出願期間：令和７年11月１日㈯～令和８年１月12日㈪
■第四次出願期間：令和８年１月13日㈫～令和８年２月８日㈰
　　　　　　　　　　　　　　※定員10名に達し次第、募集は締め切ります。

お問合せ

SEADSでは、入校体験会や個別相談会を開催して
いますので、開催日時や内容等については公式サイト
をご確認ください。
https://tsuruoka-seads.com/

第７期生募集第７期生募集

公式サイトはこちら
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